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垂 水 市 農 業 委 員 会 会 議 録 

 

農業委員会等に関する法律第 27 条第１項の規定に基づき、第８回垂水市農業委

員会総会を開催したので、その内容を記録する。 

 

日 時  令和４年１月 25 日（火） 午前９時 30 分～午前 10 時 24 分 

 

場 所  第一会議室 

 

出席者 

議席番号 氏   名 議席番号 氏   名 

1 村 山  繁 稔 6 重 吉 伸 哉 

2 森 千 秋 7 池 田  穣 二 

3 中 条  裕 二 8 瀬 角 初 美 

4 塚 田  光 春 9 永 吉 浩 幸 

5 下 瀬  秀 10 葛 迫  巧 

 

出席した事務局職員 

 

局  長    森  秀 和 

 

農地係長       美 坂 康 人 

 

副 主 幹        港  友  和 

 

主  査    神 川   綾 
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付 議 事 件 

 

(１） 農用地区域の農用区分変更に係る意見決定について 

 

(２） 農地法第３条許可申請について 

 

(３） 農地法第４条許可申請について 

 

(４） 農地法第５条許可申請について 

 

(５） 農用地利用集積計画の決定について 

 

(６） 農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議について 
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議 事 

議 長 会長あいさつ。 

係 長 諸般報告。 

議 長 

ただいまから、第８回総会を開催いたします。 

出席委員は 10 名中 10 名で、定数に達しておりますので、総会は

成立しております。 

議事録署名委員は、８番瀬角委員、９番永吉委員にお願いいたし

ます。 

それでは、議案第１号農用地区域の農用区分変更に係る意見決定

について上程いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

それでは、議案第１号について御説明致します。 

本案件は農業振興地域の整備に関する法律第８条第２項第１号

で定められた用途区分について、同法第 13 条及び農業振興地域の

整備に関する法律施行規則第３条の２に基づき、農業委員会への意

見聴取を市長部局である農林課農政係より求められたものです。 

議案第１号の議案書２ページ及び議案書に同封いたしました住

宅地図１ページをご覧ください。 

受付番号１番について御説明致します。 

申請人〇〇〇〇様、申請地は〇〇字〇〇番で、地目は田、面積は

505 ㎡となっております。 

 隣接地に牛舎と堆肥舎を建築予定としておりましたが、手狭であ

るため、隣接地に牛舎を建築し、申請地に堆肥舎を建築したいとの

ことです。 

申請地は市役所から北へ約 5.3ｋｍに位置し、市の農業振興地域

整備計画において農用地区域内農地に指定されております。 

代替地検討を行ったものの、他に適当な土地はなかったとのこと

です。 

なお、農地転用に関する申請につきまして、農用地区域内農地の

転用は原則不許可となっておりますが、農振法上の用途区分変更が

なされれば不許可の例外である農用地利用計画指定用途に該当し、

例外的に許可することができますことを加味した上でご審議の程

お願い致します。 

議 長 
次に、担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

４番委員 
１月 14 日私と中条委員と事務局２名で現地調査を行いました。 

申請地は、東側は JR 鉄道跡地、西側は農道、南側は申請人が借
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地している田んぼ、北側は農道に囲まれております。農用地計画変

更後は牛の堆肥舎を建設する予定であります。被害防除につきまし

ては、周辺の畦畔が高いことから周辺へ水が流れ出る恐れはありま

せん。用排水計画につきましては、用水はありません。排水は、底

面にコンクリートを打設いたしまして、土壌への浸透を防止し、糞

尿につきましては、おがくずで吸着するということで排水はでない

ということでした。周辺に降った雨水のみ排水桝に集めて、糞等は

沈殿させ、きれいなうわ水だけ流すということでした。周辺農地へ

の影響ですが、農地への日照と通風等は、西側は牛舎建設予定地で

南側農地も所有者の承諾が得られています。以上の事を勘案した結

果、問題なしと考えます。 

以上です。 

議 長 

ただ今、事務局並びに担当委員から説明がありましたが、これに

ついて何かご異議はありませんか。 

一つ質問します。周りに水路があるが、問題は無いのか。 

事務局 

先ほど説明があったように汚水に関してはおがくず吸着をして、

雨水のみ沈殿させて、うわ水だけ流すということなので水路の影響

はありません。土地改良区の了承も得られています。 

議 長 水路から水が溢れる事はないのか。 

事務局 無いということです。 

４番委員 

私も現場の方で思いました。確かにおがくずで全て吸着するとい

うものの雨が降った時はショベルが動くとショベルのタイヤに糞

が着きます。そこに雨が降ると糞は流れ出ると思うのですが、農林

課の牛舎担当係長がそういうことはないと糞は下に沈んでうわ水

だけ流れると言われた。私としては雨が降った場合は、観察や点検

をしていただきたいと要望します。 

事務局 

今は用途区分変更なのですが、これが通りましたら４条の申請が

出て堆肥舎の建築をすることになります。その時には環境課から環

境保全の意見書を頂いて問題ないというのを県からも確認するこ

とになっておりますので、そちらからも指導があります。 

議 長 他に何かありませんか。 

議 場 なし。 

議 長 
異議はございませんので、議案第１号は原案のとおり決定してよ

ろしいですか。 

議 場 はい。 
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議 長 

議案第１号は、原案のとおり決定いたしました。 

次に議案第２号農地法第３条許可申請について上程いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

議案第１号農地法第３条許可申請についてご説明申し上げます。 

議案書は４ページになります。 

合わせて別紙の申請地を示した地図２ページから御覧下さい。 

今月の許可申請は１件でございます。 

１番の譲渡人は、〇〇の〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇の〇〇〇

〇さんで先月のあっせん成立による本人の希望によります経営規

模拡大のための所有権移転となります。 

２番の譲渡人は、〇〇の〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇の〇〇〇

〇さんで義理の父から婿へ無償譲渡によります所有権移転となり

ます。 

３番の譲渡人は、〇〇の〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇の〇〇〇

〇さんで本人の希望によります経営規模拡大のための所有権移転

となります。 

４番の譲渡人は、〇〇の〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇の〇〇〇

〇さんで知人同士の無償譲渡によります所有権移転となります。 

申請書の記載内容によれば労働力及び機械の確保状況、並びに農

作業に必要な技術を有しております。また申請地取得後には農業委

員会が定める別段の下限面積を満たし、全部効率的な利用がなされ

る予定であり、農地法第３条第２項の各号には該当しないと思われ

ることから、許可要件のすべて満たしていると考えます。 

以上で説明を終わります。 

議 長 
次に、担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

７番委員 

１番の譲渡人は、〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇〇〇さんで譲受

人の〇〇〇〇さんの経営規模であり、二人は同級生で知り合いとい

うことで何ら問題ありません。 

８番委員 

２番の譲渡人は、〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇〇〇さん娘婿へ

の譲渡ということで何ら問題ありません。橋之口は〇〇市にお住ま

いですが〇〇町と車で 30～40 分かかりますが、許容範囲だと考え

ます。 

４番委員 

３番の譲渡人は、〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇〇〇さんで申請

地の畑は今までも譲受人の〇〇〇〇さんが借地で利用していたと

いうことで本人の希望による経営規模拡大ということで何ら問題

ありません。 
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２番委員 

４番の譲渡人は、〇〇〇〇さん、譲受人は、〇〇〇〇さんですが、

長年譲受人の〇〇〇〇さんが土地を管理していたということでし

た。譲渡人の〇〇〇〇さんは〇〇市に住んでおり今後管理すること

ができないということで今回のお話になったということで何ら問

題ありません。 

議 長 
ただ今、事務局並びに担当委員から説明がありましたが、これに

ついて何かご異議はありませんか。 

議 場 なし。 

議 長 
異議がございませんので、議案第２号は原案のとおり決定してよ

ろしいですか。 

議 場 はい。 

議 長 

議案第２号は、原案のとおり決定しました。 

次に議案第３号農地法第４条許可申請について上程いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

今月の申請は１件となります。 

議案書６ページ及び議案書に同封いたしました住宅地図９ペー

ジをご覧ください。 

受付番号１番、申請人は、〇〇〇〇様です。 

申請地は〇〇字〇〇番外１筆で、地目は田、面積は 786 ㎡となっ

ております。議案第１号用途区分変更の申請地の隣接地です。 

新規で牛を飼養するため、農業用施設の新設を行いたいとのこと

です。 

議 長 
次に、担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

４番委員 

１月 14 日私と中条委員と事務局２名で現地調査を行いました。 

申請人の〇〇〇〇さんは、生産牛の飼育に伴い、牛舎を建設する

ための農地転用の申請を行いました。申請地は、東側は JR 鉄道跡

地、西側は農道、南側は申請人が借地している田んぼ、北側は農道

に囲まれております。被害防除につきましては、周辺の畦畔が高い

し、よう壁を設けることで周辺へ水が流れる恐れはありません。 

用排水計画では用水はパイプライン用水を使うということで土

地改良区の了承を得ています。排水は牛の糞尿はおがくずに吸着す

るということで排水はでないということでした。周辺への雨水のみ

排水桝に集めて、うわ水のみ流すということです。周辺農地への影

響ですが、周辺農地への日照と通風ですが、東側は堆肥舎予定地で

南側も所有者の承諾が得られております。 
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以上の事を考えると問題なしと思います。以上です。 

議 長 
次に、農地法に基づく農地転用許可の検討事項について事務局の

説明をお願いします。 

事務局 

申請地は市役所から北へ約 5.3 キロに位置し、農業振興地域の整

備に関する法律第８条第２項第１号に規定する農用地区域内にあ

る農地に該当しますが、牛舎を建設することから不許可の例外であ

る農用地利用計画指定用途に該当すると判断します。 

代替地検討を行ったものの、他に適当な土地はなかったとのこと

です。 

資金面は自己資金で賄う計画で、金融機関の発行した残高証明書

が添付されております。 

被害防除の面では、雨水は溜枡を設置し、上水のみ水路放流とし、

汚水はおがくず吸着をし、堆肥舎にすべて移動するとのことでし

た。 

周辺農地に対して日照通風等による影響はなく、周囲の農地に影

響を及ぼすことはないとのことです。 

以上で説明を終わります。 

議 長 

ただ今、事務局並びに担当委員から説明がありましたが、これに

ついて何か異議はありますか。 

この真ん中の土地は他人の土地になりますか。 

事務局 申請地は２筆ですので真ん中の土地も〇〇〇〇さんです。 

４番委員 
この２筆に牛舎を建設し、一番右側の土地に堆肥舎を建設する予

定です。 

議 長 他に何かございませんか。 

５番委員 この〇〇〇〇さんは新規就農者ですか。 

事務局 

新規就農者にもいろんな定義がございまして国から言わせます

と農地を持った時点で新規就農者でないということになります。こ

の方は農地の名義を持っているので新規就農者には難しいという

ことになります。そこは本人と話をして来年度に向けて話をしない

といけません。国は農地を取得した時点が農業を始めた時期と見解

を示しています。 

５番委員 
新規就農者だったらいろんな有利性があるのにと聞いたところ

でした。 

事務局 

生産牛への参入ですので、新規就農者ではないですが、新たに参

入して頂けるということで本人と話し合い、経営が苦しくならない

ようにいろんな補助事業等を考えていきたいと思います。 
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議 長 他に何かございませんか。 

議 場 なし。 

議 長 
異議がございませんので、議案第３号は原案のとおり決定してよ

ろしいですか。 

議 場 はい。 

議 長 

議案第３号は、原案のとおり決定しました。 

次に議案第４号農地法第５条許可申請について上程いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

今月の申請は１件となります。 

議案第４号の議案書８ページ及び議案書に同封いたしました住

宅地図 10 ページをご覧ください。 

受付番号１番申請人は、〇〇〇〇様、申請地は〇〇字〇〇番、〇

〇番、面積は合わせて 958 ㎡となっております。申請人は、市内で

建設業を営んでおり、申請地を資材置場として利用する計画です。 

以上です。 

議 長 
次に、担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

３番委員 

１月 14 日私と中条委員と事務局２名で現地調査を行いました。 

申請人の〇〇〇〇さんは、〇〇〇〇さんから購入後、資材置場と

して利用するため農地転用したいということです。申請地の東は雑

種地、西は護岸、南北は宅地に囲まれています。被害防除につきま

しては現状のままで利用し、よう壁は既に設けてあります。用水計

画では資材置場のため用水の計画は無く、雨水は自然流下です。 

周辺に農地は無いため、影響はありません。 

以上の事から何ら問題ありません。 

議 長 
次に、農地法に基づく農地転用許可の検討事項について事務局の

説明をお願いします。 

事務局 

申請地は市役所から南へ約 1.7ｋｍに位置します。申請地は、都

市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域に指定されてい

る区域内にある農地であることから、農地区分は第３種農地の都市

計画用途地域内農地と判断します。 

申請人は〇〇〇〇様です。申請人は市内で建設業を営んでおり、

申請地を資材置場として利用する計画です。資金面は自己資金で賄

う計画です。被害防除の面では、現状のままで利用するとのことで、

用水、生活排水等はなく、雨水は自然流下です。 

周囲は宅地と道路であり、影響が及ぶような農地はなく、問題は
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ないと考えます。 

議 長 

ただ今、事務局並びに担当委員から説明がありましたが、これに

ついて何か異議はありますか。 

申請人の〇〇〇〇さんは〇〇建設さんですか。 

事務局 〇〇建設の息子さんです。 

議 長 他に何かございませんか。 

９番委員 申請地の隣もですか。 

事務局 はい。２筆の申請です。 

議 長 他に何かございませんか。 

議 場 なし。 

議 長 
異議がございませんので、議案第４号は原案のとおり決定してよ

ろしいですか。 

議 場 はい。 

議 長 

議案第４号は、原案のとおり決定しました。 

次に議案第５号農用地利用集積計画の決定について上程いたし

ます。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

議案第５号 農業経営基盤強化促進法 第 18 条第１項の規定によ

る農用地利用集積計画の決定についてご説明申し上げます。議案書

10 ページをお開きください。 

今月は、田 17筆 13,746 ㎡、畑 25 筆 22,531 ㎡の合計 42筆 36,277

㎡の利用権設定がありました。 それでは、順番に説明いたします。 

１番から３番は、新規契約で 10 年間の使用貸借です。 

４番は、再契約で５年間の賃貸借です。 

５番、６番は、新規契約で１年間の使用貸借です。 

７番からは公益財団法人 鹿児島県地域振興公社 理事長 満

園 秀彦との契約となっており、同一の地番が、所有者と公社の貸

借、公社と耕作者の貸借で２回出て参ります。 

まずは、所有者と公社との契約について説明いたします。公社と

の契約は全て新規契約となるため、新規契約・再契約区分の説明は

割愛させていただきます。 

７番、８番は、18 年 11 ヶ月間の使用貸借です。 

９番は、10 年間の使用貸借です。 
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10 番から 17 番は 10 年間の賃貸借です。 

18 番以降は 11 ページをご覧ください。 

18 番から 21 番は 10 年間の賃貸借です。 

22 番は、10 年間の使用貸借です。 

23 番、24 番は、５年間の使用貸借です。 

25 番以降は、耕作者と公社との契約になります。 

25 番、26 番は、18 年 11 ヶ月間の使用貸借です。 

27 番は、10 年間の使用貸借です。 

28 番から 34 番は 10 年間の賃貸借です。 

35 番以降は 12 ページをご覧ください。 

35 番から 39 番は 10 年間の賃貸借です。 

40 番は、10 年間の使用貸借です。 

41 番、42 番は、５年間の使用貸借です。 

これらの内容は農業経営基盤強化促進法第 18 条の第３項の要件

を満たしております。 

 説明は以上です。 

議 長 
次に、担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

２番委員 
１番から３番貸人〇〇〇〇さん借人〇〇〇〇さん 10 年間の使用

貸借の新規契約で問題ありません。 

６番委員 
４番貸人〇〇〇〇さん借人〇〇〇〇さん５年間の賃貸借の再設

定ということで問題ありません。 

８番委員 
５番６番貸人〇〇〇〇さん借人〇〇〇〇さん１年間の使用貸借

の新規契約で問題ありません。 

議 長 
ただ今、事務局並びに担当委員から説明がありましたが、これに

ついて何か異議はありますか。 

議 場 なし。 

議 長 
異議がございませんので、議案第５号は原案のとおり決定してよ

ろしいですか。 

議 場 はい。 

議 長 

議案第５号は、原案のとおり決定しました。 

次に議案第６号農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議につい

て上程いたします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

議案第６号農業委員会の法令順守の申し合わせ決議についてご

説明申し上げます。15 ページ、中央の３法令順守と適正事務実施

をご覧ください。 
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資料のとおり、農地の許認可に関わる収賄、農地法違反、個人情

報漏洩、道路交通法違反、飲酒による傷害・不適切行為など、農業

委員会の不祥事が多数発生しております。 

行政委員会である農業委員会は法令順守による公正・公平な職務

遂行、とりわけ農地制度の適正執行に努めなければなりません。 

 公正・公平に職務を遂行し、法令等を遵守するために、申し合わ

せ決議の実施をお願いいたします。 

それでは読み上げさせていただきます。 

14 ページをご覧ください。 

私たち農業委員、農地利用最適化推進委員は、農業者の公的な代

表機関である農業委員会組織の一員として、法令に則り適正に農地

制度を運用し、農地利用の最適化を実現する責務を負っている。 

 特に、農地制度に基づく許認可に係る事務については、個人情報

に接することも多く、公平・公正な運用はもちろんのこと、個人情

報保護も徹底しなければならない。 

 私たち農業委員、農地利用最適化推進委員は、高い倫理観を持ち、

法令遵守を徹底するため、下記事項についてここに申し合わせ、決

議する。 

１．農業委員会が担っている職務と責任を改めて自覚し、法令に

則り適正に農地制度を運用すること。特に、農業委員会法第 31 条

の議事参与の制限、同第 33 条の議事録の公表を適切に実施して、

農業委員会の議事の公正さを確保すること。 

２．農業委員、農地利用最適化推進委員としての高い倫理観を維

持し、法令遵守を徹底するための研修等を実施すること。 

令和４年１月25日 垂水市農業委員会 

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、何か質問はありますか。 

議 場 なし。 

議 長 

質問がございませんので、議案第６号は、原案のとおり決定しま

した。 

以上をもちまして、第８回総会を終了します。 

垂水市農業委員会 

 

会  長    葛 迫  巧 

 

署名委員    瀬 角 初 美 

 

署名委員    永 吉 浩 幸 

 

 


